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当院では、みなさんのご協力により安全にMRIを運用しております。
当院にはMRI専門技術者資格をもった診療放射線技師が常勤で検査に
あたっていますので、今回ご紹介した内容以外にも疑問や質問がありま
したら、お気軽にお声かけください！

M
R
I
は
機
器
そ
の
も
の
が
非
常
に
強
力
な
磁
石
と
な
っ

て
い
ま
す
。検
査
室
内
は
、常
に
強
い
磁
場
の
中
と
い
う
特

殊
な
環
境
下
に
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
十
分
に
確

認
し
た
う
え
で
検
査
を
受
け
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

磁
石
に
引
き
付
け
ら
れ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
金
属
性
の

物
や
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
機
械
類
は
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

担
当
技
師
か
ら
問
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鍵
付
き
ロ
ッ
カ

ー
ル
ー
ム
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。

当
院
の
頭
頸
部
M
R
I
検
査
で
は
、
基
本
的
に
着
替
え
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
や
下
肢
血
管
の
検
査
で
は
、

状
況
に
応
じ
て
着
替
え
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

身
体
に
刺
青
を
入
れ
て
い
る
方
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
を
装
用
し
て
い
る
方
、
湿
布
な
ど
貼
り
薬
を
ご
使
用

中
の
方
は
、
検
査
中
に
当
該
部
位
の
発
熱
に
よ
る
火
傷
が

機
器
メ
ー
カ
ー
よ
り
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
ス

タ
ッ
フ
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

M
R
I
で
は
、
非
常
に
強
い
磁
力
と
電
波
を
利
用
し
て
人
体
の
様
々
な
断
面
や
血
管
を
撮
影

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
院
に
は
M
R
I
が
3
台
あ
り
、
毎
日
多
く
の
患
者
さ
ん
に
検
査
を
受
け
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
M
R
I
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
な
ど
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
！
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MRI検査を安全に
受けて頂くために

●金属類
　 腕時計、眼鏡、ライター、鍵、ネックレス、     
ピアス、ヘアピン、アクセサリー類など

●磁気 /  ICカード
 　キャッシュカード、バスカード、診察券など

●その他
　 携帯電話、スマートフォン、補聴器、入れ歯、万歩計、カイロなど

検査室に持ち込みが出来ないものの例
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次の項目に該当する方は、
検査を受けることが出来ません

● 人工内耳を埋め込まれている方
● 可動型義眼を装着している方
● MRI非対応の心臓ペースメーカーを埋め込まれている方
　 （ 近年、条件付きMRI対応ペースメーカーが一般化してきてい
ます。こちらの場合は、ペースメーカーの設定変更など、検査を
行うためには条件があり事前に準備が必要です。）

検査中のお願い
● 検査時間は、検査部位や内容により異なり
ますが約15分から60分程度です。

● 検査中は、非常に大きな音がしますので専
用の耳栓を入れて頂きます。

● 検査中は、頭や手足など身体を動かさない
ようにしてください。

　 画像がぼやけて正確な診断ができなくな
る可能性があります。（右の画像）

正常な画像

次の項目に該当する方は、
検査を受けることが出来ない場合があります
● 手術などにより金属物を体内に入れてい
る方（昭和53年以前の脳動脈瘤クリップ、 
金属製の心臓人工弁など）

● 妊娠14週未満の方
● 閉所恐怖症の方 金属の影響で

正常に写らない



　　　  が明けて寒さの厳し
　　　  い日も多くなり、これ
からが冬本番です。
雪が降ると、子ども達は大喜
びですが、ご高齢の方々にと
っては「寒い」「滑って転ぶと
危ない」などの理由から外出
の機会が減り、体力が著しく
落ちてしまうことが懸念されます。
そのため、健康に過ごすためには、冬にいかに体力を落とさないよ
うにするかが重要となります。本稿では、冬の屋外での転倒予防の
ポイントを紹介します。

冬の屋外では、以上のポイントを踏まえて安全に外出しましょう。
しかし、冬はどうしても転倒の危険が高まります。無理は禁物です。
「冬は体力が落ちるかもしれない」ことを念頭に、家の中で毎日体操
を行う、などの心掛けが大切だと考えます。
今年も長い冬を安全に、楽しく乗り切りましょう！

リハビリ 雪道のお話

当院では、みなさんのご協力により安全にMRIを運用しております。
当院にはMRI専門技術者資格をもった診療放射線技師が常勤で検査に
あたっていますので、今回ご紹介した内容以外にも疑問や質問がありま
したら、お気軽にお声かけください！

年

なすは９割以上が水分。含有量は多くありません
がカリウム等のミネラルやビタミンも含みます。
皮の紫色は水溶性のナスニンというポリフェノー
ルの一種で抗酸化作用があります。

［ 材 料 ］2 人分
茄子（へたを切り除く）…………………… ２本（180g）
酒 ……………………………………………… 小さじ2
ミニトマト ……………………………… 10個（100g）
      ねぎ（みじん切り）……………………………10cm
      生姜（みじん切り）…………………………1/2かけ
      黒酢（又は酢）……………………………… 大さじ1
      醤油………………………………………… 小さじ2
      ごま油……………………………………小さじ1/2
いりごま…………………………………………… 少量

① なすはピーラーで皮をむき、縦に4等分に切る。水に
さっとさらして耐熱皿に並べ酒を振ってラップをか
け、レンジ（600ｗ）で約2分30秒加熱する。

② トマトはへたを除き、縦に4等分に切る。 ボールに入
れⓐを加えて混ぜ合わせる。

③ ①の汁けを切って器に盛り、②をかけ白ごまをふる。

［ 作り方 ］

蒸茄子のトマト中華だれ

☆茄子はへたのとげが鋭く尖っているほど新鮮です。
　全体に艶のあるものを選びましょう。保存方法はポリ袋に
入て保存。気温が低い今時期は常温で2～3日は保存可
能です。

ⓐ

143cal 塩分 0.7g （１人分） ビタミンC 35mg

1．滑りにくい靴を選ぼう。
冬用の靴は滑りにくい素材でできてい
ます。買う前には実際に履いて足にフ
ィットするものを選びましょう。

2．午前 9時 ~10時、
    午後 5時以降は要注意！
これらの時間帯は特に気温が冷え込む
ため、路面がつるつるになっているこ
とが多いため、いつも以上に細心の注
意が必要です。

3．滑りにくい歩き方を
    身に付けよう。
滑りやすい路面を歩く時は、
「足裏全体で接地」し「小さな歩幅」で歩
くと効果的です。
しかし、その分歩く速さが遅くなるた
め、外出の際は時間に余裕をもって出
発しましょう。

4．杖に一工夫。
雪道で杖をつく際、杖の先端にアイス
ピックの金具を取り付け、ザクザク刺
しながら歩くと効果的です。

午前：9時～10 時

午後：5時以降



診療科目／脳神経外科・循環器内科・リハビリテーション科・麻酔科・放射線科

011-863-5151（代表）    FAX：011-863-5161

〒003-0026　札幌市白石区本通8丁目南1-10

診療・受付時間 平　日：午前／ 9時～ 12時（受付：8時40分～ 11時30分）　午後／ 13時～ 17時（受付：11時30 ～ 16時30分）
土曜日：午前／ 9時～ 12時(受付：8時40分～ 11時30分）

※ご予約の受付はお電話でも可能です。
※都合により、担当医師は変更になる場合がございます。ご理解・ご協力をお願いいたします。
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ご予約の受付はお電話でも可能です。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
す
。

　
今
年
は
当
院
が
こ
の
地
に
新
築
移
転
し
て
８
年
目
に
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
当
院
は
脳
血
管
内
治
療
を
軸
に
、脳
神

経
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
主
に
脳
卒
中
患
者

な
ど
の
救
急
医
療
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、移
転
と
同

時
に
循
環
器
内
科
を
併
設
し
、こ
れ
ら
脳
卒
中
患
者
の
心

臓
血
管
系
疾
患
の
発
症
予
防
を
目
的
に
、全
身
の
血
管
系

を
ト
ー
タ
ル
で
治
療
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
病
院
づ
く
り
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、動
脈
硬
化
症
に
伴
う
脳
梗
塞
患
者
の
増
加
に
伴
い
、狭
心
や
下
肢
動
脈
閉
塞
症
に

対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
年
々
件
数
を
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。加
え
て
近
年
、

脳
神
経
外
科
領
域
で
は
不
整
脈
に
と
も
な
う
脳
塞
栓
症
に
対
す
る
血
栓
回
収
療
法
が
急
速
に

普
及
し
、そ
の
手
術
成
績
も
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
再
発
予
防
が

強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。現
在
、基
本
の
薬
物
療
法
に
加
え
、症
例
に
よ
っ
て
は
、そ
の
塞

栓
症
の
原
因
と
な
る
心
房
細
動
に
た
い
し
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
お
り
、そ
の
効
果
が
徐
々
に
出
始
め
て
き
て
い
ま
す
。今
後
も
患
者
様
の
健
康
の

た
め
、積
極
的
な
治
療
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
当
院
で
は
、今
年
新
し
く
外
来
棟
の
増
築
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。手
狭
に
な
っ
た
外

来
機
能
を
単
に
拡
張
す
る
た
め
で
な
く
、外
来
通
所
リ
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
や
，新
た
に
血
液
透
析
部
門
を
設
け
、慢
性
腎
不
全
患
者
の
脳
卒
中
急
性
期
治
療
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
〝
頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
循
環
系
を
ト
ー
タ
ル
治
療
き
る
病
院
〞
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
完
遂
す
る
た
め
、新
た
な
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。工
事

期
間
中
は
患
者
様
に
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、何
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
本
年
も
白
石
区
内
の
先
生
方
、そ
し
て
市
民
の
皆
様
方
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

よ
う
、職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
あ
げ
ま
す
。
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会
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療
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新
年
の
ご
挨
拶

外来医予定表

脳神経外科

循環器内科

リハビリ
テーション科

診療科 土

当番医

当番医

月

野 中

岡*

野 中

岡*

宮 田

橋 本
（13:30-15:00）

宮 田

木

外来担当医

 佐々木*

外来担当医

  佐々木*

藤 井
宮 本（不整脈外来）

藤 井

橋 本

火

大 坊

米 増
大 坊

米 増

藤 井 
宮 本（不整脈外来）

宮 本

齊 藤
（1・3・5週）

橋 本
（9:00～10:00 再診のみ）

水

本 田

野 村

野 村

恩 田

大 村

大 村

橋 本
（9:00～10:00 再診のみ）

金

大 坊

恩 田

宮 田

大 村

野 中

本 田

橋 本

午 前

午 前

午 後

午 後

午 前

＊ 出張医師［ 2019年1月4日(金) より ］

橋 本
（13:30～15:00）

橋 本




